
このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにあり
がとうございます。
≥ 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
≥ ご使用前に「安全上のご注意」（16～ 18ページ）を必ずお読み
ください。

≥ 保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明
書とともに大切に保管してください。

取扱説明書
フラッシュライト

品番 DMW-FL360L

保証書付き VQT4Q06
F1012CT0

until 
2012/10/31
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≥パナソニック製デジタルカメラ用フラッシュライト（以降は「フラッシュ」と表記）で
す。ワイヤレスモードに対応したデジタルカメラと組み合わせて使うと、ワイヤレス
フラッシュ撮影ができます。デジタルカメラによって使える機能が異なります。対応
したデジタルカメラについては、ホームページでご確認ください。
http://panasonic.jp/support/dsc/

■ 本機の取り扱いについて
≥本機に強い振動や衝撃を与えないでください。誤動作する可能性があります。また、フ
ラッシュ発光部が破壊される可能性があります。
≥ 砂やほこりは、本機の故障につながります。浜辺などで使うときは、砂やほこりが入ら
ないようにしてください。

≥本機は防塵防滴構造ではありません。
万一、水滴などがかかったときは、乾いた布でふいてください。正常に動作しない場合
は、お買い上げの販売店または修理ご相談窓口にお問い合わせください。（P20）
≥本書で説明する製品の外観と仕様は、改良により実際とは異なる場合があります。
≥デジタルカメラ本体の取扱説明書も併せてお読みください。

「安全上のご注意」を必ずお読みください（16～ 18 ページ）

目次

まずお読みください

≥本製品の使用、または故障により生じた直接、間接の損害につきましては、当社は一
切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
≥本書で説明する製品の外観と仕様は、改良により実際とは異なる場合があります。

まずお読みください.............................. 2
付属品..................................................... 3
各部の名前............................................. 4
コントロールパネル.............................. 4
連続発光について.................................. 5
電池（別売）を用意する......................... 5
電池を入れる ......................................... 5
カメラに取り付ける.............................. 5
電源を入れる ......................................... 6
撮影する................................................. 6
フラッシュモード.................................. 7
ボタンで操作する機能.......................... 8
ワイヤレスフラッシュ撮影：設定する..... 9

ワイヤレスフラッシュ撮影：
フラッシュを配置する.............................9
照射方向をセットする........................10
ワイドパネルを使う ...........................10
キャッチライトプレートを使う........10
その他の設定.......................................11
カスタム設定.......................................12
通信機能のないカメラで撮影する....13
スレーブ...............................................14
使用上のお願い...................................14
仕様 ......................................................15
保証とアフターサービス
（よくお読みください）..........................19
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－このマークがある場合は－

［包装を開けたときの確認］
包装箱から取り出すときに、本体、付属品がすべて入っているか、また本体、付属品の外
見や機能面に流通、輸送過程での損傷がないかを確認してください。
異常が発見された場合は、ご使用前にお買い上げの販売店にご連絡ください。

付属品をご確認ください。

≥電池は別売です。
≥包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報
このシンボルマークは EU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、正しい
廃棄方法をお問い合わせください。

付属品

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」
でお買い求めいただけるものもあります。
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。

http://club.panasonic.jp/mall/sense/
携帯電話からもお買い求めいただけます。

http://p-mp.jp/cpm/

記載の品番は2012年 10月現在のものです。
変更される場合があります。

フラッシュケース
VFC4916

フラッシュスタンド
VFB0243

VQT4Q06.book  3 ページ  ２０１２年１０月９日　火曜日　午後６時１３分



4

各部の名前

コントロールパネル













 

















b

d

a c

1ワイドパネル
2フラッシュ発光部
3ワイヤレス受光部
4AF補助光ランプ/
LEDライト

5AUTO受光部
6キャッチライトプレート
7コントロールパネル

8[AUTO CHECK]ランプ
9[TEST/CHARGE]
ボタン/ランプ

:[OK]ボタン
;バウンスロック解除ボタン
<[BACK LIGHT]ボタン
=[ON/OFF]ボタン
>ロックレバー

?ダイヤル
a（2）：フラッシュ光量

調整ボタン
b（3）：[MODE]ボタン
c（1）：LEDライトボタン
d（4）：[ZOOM]ボタン



    





   





1FP発光
2フラッシュモード
3ガイドナンバー（GN）
4発光量調整
5ZOOM（照射画角）設定値
6フォーサーズ
7ZOOM（照射画角）モード

8LEDライト
9 ISO感度
:[RC]モードグループ設定
;絞り値（F）
<[RC]モード通信チャンネル設定
=温度警告
>距離単位
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連続発光するとフラッシュ発光部が熱くなり、劣化、故障の原因となります。連続発光
回数は10回まで（発光間隔2.5 秒）とし、連続発光後は10分以上休ませてください。

電池は次のどちらかをご使用ください。
≥単3形アルカリ乾電池（4本）
≥単3形充電式ニッケル水素電池（4本）

パナソニック製電池の使用をお勧めします。

≥アルカリ乾電池、充電式ニッケル水素電池を使
用する。

1 電池扉をスライドさせて開く
2 電池の向きを正しく合わせて入れる
3 電池扉を閉じて、最後まで確実にスライ
ドさせる

カメラとフラッシュの電源が切れていることを
確認してください。電源が入ったまま取り付け、
取り外しをすると故障の原因となります。

1 ロックレバーを［LOCK 1］の反対
方向にスライドさせる（1）

2 カメラのホットシューに、フラッシュ
を奥まで確実に差し込む（2）

3 ロックレバーを［LOCK 1］の方向
にスライドさせる（3）

≥取り外しの際は、ロックレバーを［LOCK1］の
反対にスライドさせて、取り外します。

連続発光について

電池（別売）を用意する

単3形マンガン乾電池は使用できません。

電池を入れる

カメラに取り付ける





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フラッシュをカメラに取り付け
てから、カメラとフラッシュの
電源を入れます。

[ON/OFF]ボタンを押す
≥コントロールパネルが表示さ
れます。
≥再度[ON/OFF]ボタンを押す
と電源が切れます。

≥ [TEST/CHARGE]ランプの点灯までの時間が以下のようになったら、早めに電池を
交換してください。

≥ [TEST/CHARGE]ランプと[AUTO CHECK]ランプが同時に点滅したときは、電池
が著しく消耗しています。必ず新しい電池と交換してください。著しく消耗している
電池を使用すると故障の原因になります。
≥カメラがスリープ状態に切り替わると、フラッシュも自動的にスリープ状態になります。
≥約60分経過するとフラッシュの電源が切れます。フラッシュを使うには、[ON/OFF]ボタ
ンを押してください。
≥フラッシュを充電するとき、発振音がする場合がありますが、異常ではありません。

1 カメラの発光モードを設定する
詳しくはカメラの取扱説明書をご覧ください。

2 フラッシュのフラッシュモードを設定する
「フラッシュモード（P7）」
≥カメラとフラッシュ間で撮影情報の通信が行われ
コントロールパネルにフラッシュ撮影可能範囲が
表示されます。

3 シャッターボタンを半押しする
≥フラッシュ撮影可能範囲はカメラ側の設定（ISO感
度/絞り値/レンズの焦点距離）によって変化します。

4 シャッターボタンを全押しして撮影する
[AUTO CHECK]ランプが約５秒間点滅すれば、適正
露出で発光しています。

≥フラッシュ使用時、レンズやフードによってフラッシュ光がケラレる場合があります。
≥1 ｍより近い距離の場合は、調光オーバーを防ぐためワイドパネルをお使いください。（P10）

電源を入れる

アルカリ乾電池：30 秒以上 ニッケル水素電池：10 秒以上

撮影する

コントロール
パネル

[ON/OFF]
ボタン

[AUTO
CHECK]
ランプ

[TEST/
CHARGE]
ランプ

照射画角
レンズの焦点距離に連動
して表示されます。

フラッシュ撮影可能範囲

フラッシュモード

[AUTO CHECK]ランプ
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撮影する被写体や条件に合わせてフラッシュモードを選びます。

1［MODE］（3）ボタンを押す
2 ダイヤルを回しフラッシュモード選ぶ
≥ [MANUAL]または[FP MANUAL]を選んだとき、[MODE]（3）ボタンを押すと、ガ
イドナンバーを設定できます。もう一度押すと、元に戻ります。

3 [OK]ボタンを押し、決定する

フラッシュモード

コントロールパネル表示 制御内容

TTL AUTO
カメラの設定に合わせて、発光量を自動的に制御します。
カメラのレンズを通した明るさで発光量を調整します。
通信機能付カメラは通常このモードをお使いください。

AUTO

点滅：フラッシュ撮影
可能範囲外警告

カメラの設定に合わせて、発光量を自動的に制御します。
フラッシュのAUTO受光部を通した明るさで発光量を調
整します。通信機能付カメラは[AUTO]モード対応機種
のみ使えます。

MANUAL 設定したガイドナンバーで発光します。設定したガイド
ナンバーとカメラ側の設定で算出された最適撮影距離が
表示されます。

RC ワイヤレスモード対応の当社製デジタルカメラとの組み合
わせで本機をワイヤレス制御することができます。（P9）

FP TTL AUTO フラッシュ同調速度より高速秒時でもフラッシュを使っ
た撮影ができます。（FP発光）
≥最大発光量が小さくなるのでフラッシュ撮影可能範囲が
短くなります。また、シャッター速度が速いほど撮影可能
距離は短くなります。

[FP TTL AUTO]: 自動的に発光量を制御します。
[FP MANUAL]: 設定したガイドナンバーで発光します。
設定したガイドナンバーとカメラ側の設定で算出された
最適撮影距離が表示されます。

FP MANUAL

SL AUTO 他のフラッシュ光に同期してワイヤレスで発光させるこ
とができます。（「スレーブ（P14）」）
[SL AUTO]: 自動的に発光量を制御します。
[SL MANUAL]: 設定したガイドナンバーで発光します。

SL MANUAL

VQT4Q06.book  7 ページ  ２０１２年１０月９日　火曜日　午後６時１３分



8

ボタンで操作する機能
ボタン 機能 操作

フラッシュの発光量を±５段
の範囲で調整できます。カメ
ラ側のフラッシュ光量調整値
に合算されて発光します。

1 [ ]（2）または[ZOOM]（4）
を押す

2 ダイヤルを回し設定値を選び、
[OK]ボタンを押すZOOM

手動で照射角を変更できま
す。手動の設定時は[M]が表
示されます。

LEDライトを手動で点灯さ
せます。

1 あらかじめLEDライトを
[M]に設定しておく
「その他の設定（P11）」

2 [ ]（1）を押してLEDライト
を点灯する

もう一度[ ]（1）ボタンを押すと消灯
します。
LEDライト点灯中に[ ]（1）を2秒間
押し続けると、設定されているLEDライ
ト光量が表示されます。
≥LEDライトを連続点灯させると、本機およ
び電池が温かくなることがありますが、異
常ではありません。

TEST/
CHARGE

発光のテストをします。[TEST/CHARGE]ランプ点灯中に[TEST/
CHARGE]ボタンを押すと、発光させることができます。

BACK
LIGHT コントロールパネルのバックライトが約15秒間点灯します。
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ワイヤレスモード対応の当社製デジタルカメラとの組み合わせで本機をワイヤレス制
御することができます。ワイヤレスフラッシュ撮影時のデジタルカメラの操作につい
ては、デジタルカメラの取扱説明書をご覧ください。

1 カメラをワイヤレスモードに設定する
2 フラッシュのフラッシュモードを [RC]モードにする
「フラッシュモード（P7）」
≥ [RC]を選んだとき、[MODE]（3）ボタンを押すと、チャンネ
ルの設定ができます。もう一度押すと、元に戻ります。

3 フラッシュでチャンネルやグループの設定をする
「その他の設定（P11）」

カメラ側でグループ別に、発光モード、発光量調整、発光量などの設定ができます。

カメラのフラッシュの光により通信を行うため、フラッシュの設置範囲はカメラに
よって変わります。カメラの取扱説明書をご覧ください。

1 付属のスタンドを取り付ける
≥フラッシュのロックレバーを［LOCK 1］の反対方向にスラ
イドさせて（1）、フラッシュをスタンドの奥にカチッと突
き当たるまで、しっかりと差し込みます（2）。
≥ロックレバーを［LOCK 1］の方向へスライドさせて固定し
ます。
≥取り外しの際は、ロックレバーを［LOCK1］の反対にスライドさせて、取り外します。

2 フラッシュのワイヤレス受光部（A）をカメラ側に向けて
設置する

≥ワイヤレスフラッシュの設置数は 1グループ最大3 台をお
勧めします。
≥カメラとの距離や向きにより発光しない場合があります。

ワイヤレスフラッシュ撮影：設定する

チャンネル
カメラとフラッシュで同じ番号に設定します。

グループ
カメラ側で設定した 3つのグループのどの発光制御設定で発光
するかを選択します。

ワイヤレスフラッシュ撮影：フラッシュを配置する

設置後は、テスト撮影をしてください。






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照射方向を天井や壁に向けてバウンス撮影できます。また
被写体まで0.5～1.0 mの距離で撮影するときは照射範
囲がずれるので下向きにセットします。

バウンスロック解除ボタンを押しながら、フ
ラッシュ発光部の向きを回転させる

レンズの焦点距離が12 mmよりワイド側でフラッシュ撮影するときは、内蔵のワイ
ドパネルを使用してください。レンズの焦点距離が12 mm以下のときはZOOM表示
が点滅して警告します。

ワイドパネルを引き出してフラッシュ発光部の前
にセットする
≥撮影可能範囲の計算値はワイドパネル使用時の値に変更さ
れます。
≥照射角の設定は10 mm、8 mmのみとなります。
≥ワイドパネルは上側に倒さないでください。
≥ワイドパネルがセットされた状態でレンズの焦点距離
が12 mm以上のときはZOOM表示が点滅して警告します。

フラッシュ光を反射させることで、人物の目に光が映りこむキャッチライト効果を
使った撮影ができます。

キャッチライトプレートを引き出す
フラッシュ発光部を真上にしてプレートを被写体に向けます。

照射方向をセットする

ワイドパネルを使う

キャッチライトプレートを使う

90º

7º

180º

180º
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コントロールパネルから機能を選んで設定することができます。

1 [OK]ボタンを押す
コントロールパネルの任意の項目が点滅します。

2 3/4/2/1を押して設定する項目を選ぶ
3 ダイヤルを回し設定を選び、[OK]ボタンを押す

その他の設定

設定できる機能 内容

MODE（フラッシュモード） P7

（発光量調整） P8

ZOOM（照射角） P8

（LEDライト）

LEDライトの点灯の設定をします。
[A]：カメラの動作に合わせて自動点灯します。
[M]：LEDライトボタン押しで点灯します。
なし：点灯しません。

GN（ガイドナンバー） 発光量を設定します。

ISO感度 ISO感度の設定をします。

グループ設定 [RC]モード時のグループ設定をします。（P9）

絞り値 絞り値の設定をします。

チャンネル設定 [RC]モード時の通信のチャンネル設定をします。
（P9）

VQT4Q06.book  11 ページ  ２０１２年１０月９日　火曜日　午後６時１３分



12

本機を使いやすいようにカスタム設定することができます。
1 [OK]ボタンを 2秒以上押す
カスタム設定モードになります。

2 3/4を押して設定する項目を選ぶ
3 ダイヤルを回して設定を変更する
4 [OK]ボタンを 2秒以上押して、設定を終了する

カスタム設定

コントロールパネル
表示 機能 内容

AF補助光 [A]： カメラ側の制御により点灯。
[OFF]：点灯しない。

LEDライト
光量

[1/1] ～[1/16]：LEDライトの明るさを設定
する。

スレーブ発光

[ON]：スレーブ発光をフラッシュモードで表
示する。

[OFF]：スレーブ発光をフラッシュモードで表
示しない。

フラッシュ
ケーブル

[ON]： フラッシュケーブルを使用しない。
[OFF]：フラッシュケーブルを使用している。

ズーム表示 [ ]： フォーサーズレンズの値で表示。
なし： 35 mmフィルムカメラ換算で表示。

距離表示の
単位

[m]： 距離をメートル単位で表示する。
[ft]： 距離をフィート単位で表示する。

ワイドパネル
検知

[ON]：パネルのセットを検知する。照射角が
自動設定されます。

[OFF]：パネルのセットを検知しない。

ガイド
ナンバー表示

[ON]： 発光量をガイドナンバーで表示する。
[OFF]：発光量を光量比で表示する。

外光オート
通信

[ON]： ISO感度と絞りがカメラに合わせて調
整されます。

[OFF]：フラッシュのISO感度と絞りをダイヤ
ルで調整できます。

≥通信機能付デジタルカメラのみ働きます。（フ
ラッシュモードが[AUTO]、[SL AUTO]時のみ）
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■ カスタム設定をお買い上げ時の状態に戻す
[OK]ボタンと[BACK LIGHT]ボタンを同時に２秒以上押す
コントロールパネルが一瞬点滅して設定が初期化されます。
距離表示の単位はお買い上げ時の状態に戻りません。

■ AUTO
ISO感度と絞り値をカメラと同じ設定にします。

1 フラッシュのフラッシュモードを[AUTO]に設定
する
「フラッシュモード（P7）」
≥ [AUTO]を選んだとき、[MODE]（3）ボタンを押すと、絞り値
の設定ができます。もう一度押すと、元に戻ります。

2 照射角をレンズの焦点距離に合わせる
「ZOOM」（P8）

3 ISO感度、絞り値を設定する
「その他の設定（P11）」

ISO 感度、絞り値の組み合わせが使用可能範囲外のときは［ISO］［F］が点滅して警告
します。設定を変更してください。正しく発光したときは、シャッターを切った
後、[AUTO CHECK]ランプが約5 秒間点滅します。

■ MANUAL
ガイドナンバーを設定します。

1 フラッシュのフラッシュモードを[MANUAL]に
設定する
「フラッシュモード」（P7）

2 照射角をレンズの焦点距離に合わせる
「ZOOM」（P8）

3 ガイドナンバーを設定する
「その他の設定」（P11）

オート ISO
表示

[25]～[3200]：本機と通信できないカメラ
をフラッシュモード[AUTO]で使用したとき
の ISO感度を設定する。

通信機能のないカメラで撮影する

コントロールパネル
表示 機能 内容
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他のフラッシュ光に同期してワイヤレスで発光させることがで
きます。

1 フラッシュのフラッシュモードを[SL AUTO]ま
たは [SL MANUAL]に設定する
「フラッシュモード（P7）」

フラッシュの設定は、[AUTO]、[MANUAL]モードと同じです。
「通信機能のないカメラで撮影する」（P13）

2 フラッシュを設置する
フラッシュの設置は、ワイヤレスモードと同じです。
「ワイヤレスフラッシュ撮影：フラッシュを配置する」（P9）

設置範囲はカメラの取扱説明書をご覧ください。

≥カメラの発光モードをプリ発光しないマニュアルの設定に
してください。プリ発光を行うカメラでは、プリ発光に同期
するので、正しく発光できません。
≥他の撮影者のフラッシュに反応して発光する場合があります。

■ 本機について
本機をデジタルカメラに付けた状態で、本機を持って持ち運びしない
■ 電池について
長期間使用しないときは、必ず電池を取り出す
不要になったニッケル水素電池は、捨てないで充電式電池リサイクル協力店へご持参
ください。
使用済み充電式電池の届け先
最寄りのリサイクル協力店へ
詳細は、一般社団法人JBRC のホームページをご参
照ください。
≥ホームページ　http://www.jbrc.net/hp
使用済み充電式電池の取り扱いについて
≥+端子、-端子をセロハンテープなどで絶縁してください。
≥被覆をはがさないでください。
≥分解しないでください。

スレーブ

使用上のお願い

ニッケル水素
電池使用

Ni-MH
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この仕様は、性能向上のため変更することがあります。

仕様

電源 DC 6.0 V

使用推奨電池 単3形アルカリ乾電池（LR6）4本 /
単3形充電式ニッケル水素電池（Ni-MH）4本

充電時間
（フル発光してから [TEST/
CHARGE]ランプ点灯まで）

約2.0 秒： 単3形アルカリ乾電池
約1.5 秒： 単3形充電式ニッケル水素電池

発光時間 約1/20000秒～1/500秒
（発光量により変わる、FP発光時除く）

発光回数
（フル発光時）

約250回：単3形アルカリ乾電池
約350回：単3形充電式ニッケル水素電池

（min. 1900 mAhタイプ）
（撮影条件により変わる）

AF補助光 有効距離の目安　1～5 m
（使用するデジタルカメラ、レンズの種類によって異なる）

フラッシュモード TTL AUTO/AUTO/MANUAL/FP TTL AUTO/
FP MANUAL/SL AUTO/SL MANUAL/RC

ガイドナンバー 36（ISO100時）、12（ISO100、ワイドパネル使用時）
照射角度 12 mmから42 mmレンズの画角をカバー

（35 mmフィルムカメラ換算で24～85 mm）
（ワイドパネル使用時：8 mmレンズ（35 mmフィルム
カメラ換算で16mm））

寸法 約幅62.0 mmk高さ104.0 mmk
奥行き98.0 mm（突起部除く）

質量 約376 g（電池含む）
約257 g（本体）

推奨使用温度 0 ℃～40 ℃
許容相対湿度 10%RH～ 80%RH

（結露しないこと）
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安全上のご注意　必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。
（次は図記号の例です）

異常・故障時には直ちに使用を中止する

異常があったときには、電池を取り出す

≥ 煙が出たり、異常なにおいや音がする
≥ 内部に水や異物が入った
≥ 外装ケースが破損した
そのまま使うとやけど・火災・感電の原因になります。
･ 電源を切り、販売店にご相談ください。

電池の液がもれたときは、素手でさわらない

≥ 液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。目をこすらずに、す
ぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。
≥ 液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因になるので、
きれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがあ
る内容」です。

してはいけない内容です。 実行しなければならない内
容です。

警告
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内部に金属物を入れたり、水などの液体をかけたりぬらしたりしない
ショートや発熱により、火災・感電・故障の原因になります。
≥ 機器の近くに水などの液体の入った容器や金属物を置かないでください。
≥ 特にお子様にはご注意ください。

電池は誤った使いかたをしない
≥ 指定以外の電池を使わない
≥ 乾電池は充電しない
≥ 加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入れたりしない
≥ +と-を針金などで接続しない
≥ 金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに保管しない
≥ +と-を逆に入れない
≥ 新・旧電池や違う種類の電池をいっしょに使わない
≥ 被覆のはがれた電池は使わない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚
損の原因になります。
･ 電池には安全のため被覆をかぶせています。これをはがすとショート
による火災の原因になりますので、絶対にはがさないでください。

可燃性・爆発性・引火性のガスなどのある場所で使わない
火災や爆発の原因になります。
≥ 粉じんの発生する場所でも使わない。

分解、改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因になります。

乗り物の運転中に使わない
事故の誘発につながります。
≥ 歩行中も、周囲や路面の状況に十分注意する。

運転者などに向けてフラッシュを発光しない
事故の誘発につながります。

警告
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安全上のご注意　必ずお守りください　　（続き）

次のような場所に放置しない
火災や感電の原因になることがあります。
≥ 異常に温度が高くなるところ（特に真夏の車内やボンネットの上など）
≥ 油煙や湯気の当たるところ
≥ 湿気やほこりの多いところ

フラッシュを人の目に近づけて発光しない
視力障害などの原因になることがあります。
≥ 乳幼児を撮影するときは、1 m以上離してください。

フラッシュの発光部分を直接手で触らない・ごみなどの異物が付いたま
ま使わない・テープなどでふさがない
やけどの原因になることがあります。
発光熱によって煙などが出る原因になることがあります。
≥ 発光直後は、しばらく触らないでください。

フラッシュ発光部および AF 補助光 /LED ライトは、至近距離で直接見
ない
誤って発光した場合、視力障害などの原因になることがあります。

ロックレバーはしっかりと締める
緩んでいると、フラッシュライトが落下し、けがをする原因になることが
あります。
≥ 使う前にしっかりと締まっているか確かめてください。

病院内や機内では、病院や航空会社の指示に従う
本機からの電磁波などが、計器類に影響を及ぼすことがあります。

次のときは、電池を取り出す
電池を入れたまま放置すると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火
災や周囲汚損の原因になることがあります。
≥ 長期間使わないとき
≥ お手入れのとき

注意
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使いかた･お手入れ・修理などは

■まず､お買い求め先へご相談ください

修理を依頼されるときは
この説明書をよくお読みのうえ、直らないときは、
お買い上げ日と下の内容をご連絡ください。

≥ 保証期間中は、保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理させていた
だきますので、おそれ入りますが、製品に保証書を添えてご持参ください。

　保証期間 : お買い上げ日から本体１年間

≥ 保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させて
いただきます。

※修理料金は次の内容で構成されています。

技術料 診断・修理・調整・点検などの費用
部品代 部品および補助材料代
出張料 技術者を派遣する費用

※補修用性能部品の保有期間  5年
当社は、このフラッシュライトの補修用性能部品（製品の機能を維持するた
めの部品）を、製造打ち切り後5年保有しています。

保証とアフターサービス（よくお読みください）

● 製品名 フラッシュライト
● 品　番 DMW-FL360L
● 故障の状況 できるだけ具体的に

販売店名

電話　          （　　　 ）　　　   ー

お買い上げ日　　　        年　　  月　　  日

▼お買い上げの際に記入されると便利です
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■転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください
ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れ
る場合があります。

≥ 使いかた・お手入れ・修理に関するご相談は

≥ 宅配修理サービスのご案内
（Web サイトからもお申し込みいただけます）

■ お申込みいただいた修理依頼に基づき当社指定の宅配業者が修理依頼品をお引取
りにお伺いし、修理が完了した後に修理品をご自宅までお届けするサービスです。
（このサービスをご利用の場合、別途宅配費用がかかります）

保証とアフターサービス（よくお読みください）（続き）

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応
や修理対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。
また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいており
ます。
なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場
合を除き、第三者に開示・提供いたしません。
個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。
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地域窓口へ直接お持ち込みされる場合は、ホームページにて地図を
掲出しております。
http://panasonic.co.jp/cs/service/area.html
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■ 使いかた・お手入れ・修理に関するご相談は

■ 宅配修理サービスのご案内（Web サイトからもお申し込みいただけます）

≥ お申込みいただいた修理依頼に基づき当社指定の宅配業者が修理依頼品をお引取
りにお伺いし、修理が完了した後に修理品をご自宅までお届けするサービスです。
（このサービスをご利用の場合、別途宅配費用がかかります）

ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合
があります。
本書の「保証とアフターサービス」もご覧ください。

〒 571-8504　大阪府門真市松生町１番15号
C Panasonic Corporation 2012
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フラッシュライト保証書

DMW-FL360L
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